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開
会
に
あ
た
り
橋
本
牧
全

国
漁
港
漁
場
協
会
会
長
が
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
よ
る
制
約
が

あ
る
中
、
都
道
府
県
協
会
の

皆
様
が
様
々
な
工
夫
を
し
て

漁
港
漁
場
協
会
の
活
動
を
継

続
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
敬

意
を
表
す
る
。
新
た
に
策
定

さ
れ
る
漁
港
漁
場
整
備
長
期

計
画
へ
の
コ
メ
ン
ト
と
し

て
、
小
規
模
な
漁
港
で
営
々

と
漁
業
を
営
ん
で
い
る
漁
業

者
を
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る

の
か
を
問
う
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。
沿
岸
漁
業
を
支
え
て
い

る
多
く
の
漁
業
者
の
思
い
を

代
弁
し
、
国
民
の
理
解
も
得

ら
れ
る
支
援
方
法
を
考
え
て

い
く
こ
と
は
、
協
会
の
重
要

な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
地
方
で
の
人
口

減
少
が
加
速
化
、
深
刻
化
す

る
中
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

大
都
市
と
地
方
と
で
意
識
の

乖
離
が
見
ら
れ
る
状
況
が
続

い
て
い
る
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
で
は
こ
の
意
識
の
差
が
埋

め
ら
れ
る
の
か
、
漁
村
の
活

性
化
に
つ
い
て
悩
ん
で
い

る
。
皆
で
考
え
解
決
策
を
探

し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

次
に
、
来
賓
の
中
村
室
長

が
山
本
竜
太
郎
水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
長
の
挨
拶
を
代

読
し
た
。
山
本
部
長
は
、「
サ

ン
マ
や
サ
ケ
な
ど
の
不
漁
に

加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に

よ
る
水
産
物
の
需
要
停
滞
や

価
格
低
下
に
よ
り
、
漁
業
者

や
水
産
加
工
業
者
な
ど
に
大

き
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、

新
た
な
時
代
を
切
り
拓
い
て

い
く
た
め
に
は
、
水
産
資
源

の
適
切
な
管
理
と
水
産
業
の

成
長
産
業
化
を
両
立
さ
せ
、

将
来
を
担
う
若
者
に
と
っ
て

漁
業
を
魅
力
あ
る
産
業
に
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
昨
年
１２
月
に
は
改
正
漁

業
法
が
施
行
さ
れ
、
水
産
改

革
は
名
実
と
も
に
実
行
段
階

に
入
っ
た
。

水
産
改
革
の
根
幹
で
あ
る

資
源
管
理
に
つ
い
て
、
そ
の

前
提
と
な
る
漁
獲
情
報
の
収

集
や
漁
業
法
に
基
づ
く
漁
獲

報
告
等
の
事
務
的
な
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
の
電
子
的
な

情
報
収
集
体
制
を
整
備
す
る

と
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
漁
場
の
見
え
る
化
や

赤
潮
予
測
な
ど
、
ス
マ
ー
ト

水
産
業
を
推
進
す
る
。

魚
類
養
殖
に
つ
い
て
は
、

昨
年
策
定
し
た
「
養
殖
業
成

長
産
業
化
総
合
戦
略
」
に
基

づ
き
、
需
要
に
応
じ
た
計
画

的
な
生
産
を
行
う
「
マ
ー
ケ

ッ
ト
・
イ
ン
型
」
養
殖
業
へ

の
転
換
を
進
め
て
い
る
。
官

民
一
体
と
な
っ
て
養
殖
業
の

成
長
産
業
化
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
来
年
度
改
定
予
定

の
次
期
漁
港
漁
場
整
備
長
期

計
画
に
つ
い
て
も
関
係
都
道

府
県
・
市
町
村
・
漁
協
の
皆

様
と
本
格
的
に
検
討
を
開
始

し
た
。
浜
々
の
実
態
に
即
し

た
長
期
計
画
に
し
た
い
。

水
産
基
盤
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
水
産
改
革
を
推
進
し

て
い
く
た
め
、
ス
マ
ー
ト
水

産
業
や
養
殖
業
の
成
長
産
業

化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

水
産
業
の
競
争
力
強
化
と
輸

出
促
進
、
水
産
資
源
の
回
復

対
策
、
大
規
模
自
然
災
害
に

備
え
た
国
土
強
靭
化
、
漁
港

の
有
効
活
用
な
ど
の
課
題
に

重
点
を
置
き
、
計
画
的
に
事

業
を
推
進
し
て
い
る
。

豊
か
な
漁
村
づ
く
り
の
た

め
に
は
、
皆
様
の
支
援
が
不

可
欠
。
今
後
と
も
水
産
基
盤

整
備
の
推
進
に
ご
理
解
を
賜

り
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

議
事
に
入
り
、
全
国
漁
港

漁
場
協
会
の
令
和
２
年
度
事

業
報
告
、
令
和
３
年
度
の
運

営
方
針
、
事
業
計
画
案
及
び

会
費
案
等
に
つ
い
て
事
務
局

が
資
料
に
基
づ
き
説
明
し

た
。ま

た
、
今
年
１０
月
５
日
に

北
海
道
函
館
市
の
函
館
ア
リ

ー
ナ
で
開
催
さ
れ
る
第
７１
回

全
国
漁
港
漁
場
大
会
に
つ
い

て
、
北
海
道
漁
港
漁
場
協
会

の
高
須
賀
茂
之
専
務
理
事
が

紹
介
し
た
。そ
の
後
、水
産
庁

の
高
原
裕
一
計
画
課
課
長
補

佐
か
ら
、「
令
和
３
年
度
水
産

基
盤
整
備
事
業
の
概
算
決
定

等
に
つ
い
て
」、中
村
室
長
か

ら
、「
次
期
漁
港
漁
場
整
備
長

期
計
画
の
検
討
の
方
向
性
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
が

あ
っ
た
。両
講
演
共
に
、事
前

に
各
県
協
会
か
ら
出
さ
れ
た

意
見
、質
問
事
項
に
つ
い
て
答
え

る
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
説
明

が
あ
り
、
出
席
者
に
と
っ
て

有
意
義
な
講
演
と
な
っ
た
。

http : //www.gyokou.or.jp/

第
６２
回
漁
港
漁
場
協
会
事
務
担
当
者
連
絡
協
議
会
が
、
３
月
２
日
午
後
２
時
か
ら

東
京
神
田
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
ミ
カ
サ
エ
コ
会
議
室
を
東
京
会
場
と
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
を
併
用
し
て
開
催
さ
れ
た
。
会
議
は
、
全
国
の
３０
会
場
を
ズ
ー
ム
に
よ
り
繋
ぎ
、

都
道
府
県
漁
港
漁
場
協
会
の
役
職
員
等
約
６０
名
が
出
席
し
、
東
京
会
場
で
は
来
賓
と

し
て
水
産
庁
の
中
村
隆
漁
港
漁
場
整
備
部
水
産
施
設
災
害
対
策
室
長
に
ご
臨
席
い
た

だ
い
た
。

水
産
庁
は
漁
港
漁
村
活
性

化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
３
月
８
日
に
開
催

し
、
漁
港
漁
村
活
性
化
構
想

に
つ
い
て
情
報
提
供
し
た
ほ

か
、
漁
村
の
価
値
を
活
か
し

た
活
性
化
事
例
を
紹
介
し

た
。水

産
庁
の
山
口
英
彰
長
官

は
冒
頭
挨
拶
で
「
漁
港
漁
村

の
持
つ
地
域
資
源
を
活
用
し

て
交
流
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
漁
村
の
活
性
化
や
漁

業
者
等
の
所
得
の
向
上
を
図

っ
て
い
く
こ
と
は
今
後
ま
す

ま
す
重
要
と
な
っ
て
く
る
」

と
し
た
上
で
、
３
月
中
に
取

り
ま
と
め
る
予
定
の
「
漁
港

漁
村
に
お
け
る
交
流
の
推
進

に
向
け
た
基
本
構
想
」
に
つ

い
て
「
漁
港
漁
村
交
流
の
進

め
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
す
と

と
も
に
、
今
後
の
交
流
に
必

要
な
視
点
と
な
る
持
続
可
能

性
を
明
ら
か
に
し
て
、
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
マ
イ

ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
新
た
な

取
り
組
み
を
推
進
す
る
」
と

説
明
し
た
。

ま
た
、「
水
産
改
革
で
は
、

こ
れ
ま
で
資
源
管
理
や
漁
業

権
等
の
制
度
に
つ
い
て
議
論

し
て
き
た
が
、
最
終
的
に
は
、

漁
業
者
と
そ
の
関
連
業
者
の

い
る
漁
村
の
経
済
活
動
を
い

か
に
活
性
化
し
て
い
く
か
が

水
産
改
革
の
成
功
に
つ
な
が

る
」と
話
し
、漁
港
漁
村
活
性

化
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
見
据

え
た
取
り
組
み
も

水
産
庁
の
中
奥
龍
也
防
災

漁
村
課
長
が
「
漁
港
漁
村
に

お
け
る
交
流
の
推
進
に
向
け

た
基
本
構
想（
案
）」（
以
下
、

基
本
構
想
）
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

水
産
物
の
安
定
的
な
供
給

の
た
め
に
は
、「
漁
業
・
水
産

業
」
と
「
漁
村
の
活
性
化
」
が

両
輪
で
動
い
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
な
る
。
基
本
構
想
で

は
、
交
流
に
よ
る
経
済
的
な

活
性
化
と
と
も
に
、
交
流
人

口
や
関
係
人
口
を
増
や
し
、

併
せ
て
、
地
域
住
民
に
対
し

て
地
域
の
価
値
を
再
認
識
し

て
も
ら
う
こ
と
で
愛
着
を
向

上
さ
せ
る
と
い
っ
た
、
社
会

的
な
効
果
に
も
着
目
す
る
。

具
体
的
に
は
①
交
流
の
推

進
主
体
と
取
り
組
み
内
容

（
地
域
全
体
の
将
来
像
を
描

く
／
戦
略
を
立
て
る
、
取
り

組
み
メ
ン
バ
ー
を
集
め
る
／

推
進
体
制
を
つ
く
る
、
考
え

を
実
践
す
る
／
継
続
を
意
識

す
る
／
地
域
の
問
題
解
決
に

取
り
組
む
）
②
新
た
な
交
流

の
か
た
ち
③
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
に
向
け
て
―
―
を

柱
に
整
理
し
た
。

地
域
の
実
情
に
即
し
た
将

来
を
描
く
こ
と
や
、
推
進
体

制
の
構
築
、
実
践
・
継
続
・

地
域
の
問
題
解
決
と
い
っ
た

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
ま
と
め

て
い
る
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

の
も
と
、
安
全
安
心
へ
の
対

応
や
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ

ム
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
新
た
な
取
り
組
み
に
触
れ

た
。
社
会
経
済
や
文
化
、
自

然
環
境
の
持
続
可
能
性
に
つ

い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

気
仙
沼
、宗
像
、歯
舞
、須

賀
利
の
事
例
か
ら
学
ぶ

続
い
て
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
移

り
、
始
め
に
「
漁
港
漁
村
の

価
値
を
交
流
で
生
か
す
」
を

テ
ー
マ
に
、
宮
城
県
気
仙
沼

市
と
福
岡
県
宗
像
市
の
現
場

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
講
演

が
行
わ
れ
た
。

（
一
社
）
気
仙
沼
地
域
戦

略
の
小
松
志
大
理
事
・
事
務

局
長
は
、
気
仙
沼
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ

（D
estin

atio
n

M
an

ag
em

en
t

O
rg

an
izatio

n

）
な
ど

に
つ
い
て
説
明
。
東
日
本
大

震
災
で
壊
滅
し
た
町
を
復
興

し
て
い
く
中
、
水
産
業
だ
け

で
は
な
く
、
新
た
に
観
光
の

産
業
化
を
め
ざ
し
、「
商
品
」

「
人
」
「
し
く

み
」
を
つ
く
る

こ
と
を
重
視
し

な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
る
。

宗
像
市
の
取

り
組
み
つ
い
て

は
、
（
一
社
）

九
州
の
ム
ラ
の

養
父
信
夫
代
表

理
事
が
説
明
。

世
界
遺
産
・
宗

像
大
社
や
磯
資

源
を
活
か
し
た

ツ
ー
リ
ズ
ム
商

品
の
開
発
や
、

漁
師
が
営
む
飲

食
店
や
加
工
会

社
、
宿
泊
施
設

の
立
ち
上
げ
な

ど
、
漁
業
者
に

利
益
を
落
と
す

た
め
の
仕
組
み

づ
く
り
に
つ
い

て
話
し
た
。

地
域
に
あ
る
も
の
を

掘
り
起
こ
し
活
か
す

次
に
「
漁
港
漁
村
で
の
交

流
推
進
の
仕
組
み
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
、
北
海
道
根
室

市
歯
舞
地
区
と
三
重
県
尾
鷲

市
須
賀
利
地
区
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ

た
。歯

舞
漁
協
の
伊
藤
司
総
務

部
長
は
、
漁
協
主
導
で
取
り

組
む
歯
舞
地
区
の
渚
泊
事
業

に
つ
い
て
説
明
し
た
。
歯
舞

地
区
で
は
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン

協
議
会
を
設
立
し
、
地
域
に

な
い
も
の
を
無
理
や
り
や
る

の
で
は
な
く
、�
あ
る
も
の
�

を
掘
り
起
こ
し
て
そ
の
特
性

を
生
か
し
な
が
ら
事
業
を
展

開
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
活
動
を
活

性
化
さ
せ
る
た
め
に
農
林
水

産
省
の
渚
泊
推
進
対
策
事
業

を
活
用
。
平
成
２９
～
３０
年
に

先
進
地
視
察
を
実
施
し
、
旅

行
代
理
店
を
通
し
て
、
修
学

旅
行
生
や
一
般
旅
行
者
の
誘

致
活
動
を
行
っ
た
。
現
在
も

組
合
単
独
事
業
と
し
て
継
続

し
て
い
る
。
受
け
入
れ
人
数

は
２
年
間
で
２
・
１
倍
に
増

加
し
、
着
実
に
誘
致
活
動
の

成
果
が
表
れ
て
い
る
。

須
賀
利
に
つ
い
て
は
、
㈱

ゲ
イ
ト
の
五
月
女
圭
一
代
表

取
締
役
が
交
流
事
業
に
つ
い

て
話
し
た
。
都
内
で
居
酒
屋

を
運
営
す
る
ゲ
イ
ト
は
、
調

達
コ
ス
ト
の
高
騰
に
端
を
発

し
て
一
次
産
業
へ
参
入
。
限

界
集
落
・
須
賀
利
地
区
で
漁

業
権
を
取
得
す
る
と
と
も

に
、
地
域
協
議
会
で
の
合
意

形
成
、
関
係
人
口
づ
く
り
や

企
業
誘
致
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
の

活
用
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
漁
港
漁
村
交
流
を
進
め

て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
出
席
者

は
次
の
通
り
。

＜

水
産
庁＞

山
口
英
彰
長

官
、
山
本
竜
太
郎
漁
港
漁
場

整
備
部
長
、
中
奥
龍
也
防
災

漁
村
課
長

＜

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー＞

東
京
海
洋
大
学
海
洋
生
命
科

学
部
海
洋
政
策
文
化
学
科

工
藤
貴
史
准
教
授

＜

有
識
者＞

流
通
科
学
大

学
人
間
社
会
学
部
観
光
学
科

柏
木
千
春
教
授

＜

現
場
実
践
者＞

（
一
社
）

気
仙
沼
地
域
戦
略

小
松
志

大
理
事
・
事
務
局
長（
宮
城
県

気
仙
沼
市
）
、
株
式
会
社
ゲ

イ
ト

五
月
女
圭
一
代
表
取

締
役
（
三
重
県
尾
鷲
市
須
賀

利
地
区
）、（
一
社
）
九
州
の

ム
ラ

養
父
信
夫
代
表
理
事

（
福
岡
県
宗
像
市
）
、
歯
舞

漁
業
協
同
組
合

伊
藤
司
総

務
部
長
（
北
海
道
根
室
市
歯

舞
地
区
）
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漁港は
魚の保育園

漁
港
漁
場
協
会
事

務

担
当
者

連
絡
協
議
会
を
開
催

�������	


全
国
３０
会
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
ぐ

漁 港 漁 場 月 報

漁港漁村活性化シンポ
ジウム開く

漁
村
の
価
値
を
活
か
し
て
漁
村
活
性
化

漁港漁村活性化構想（案）を公表

山口長官
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水産庁

気仙沼、宗像、歯舞、須賀利の事例から学ぶ
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北
海
道
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
�
橋
昌
幸
神
恵
内

村
長
）
は
、
２
月
１８
日
（
木
）

第
３４
期
第
１
回
役
員
会
修
了

後
の
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
、

札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル

ス
タ
ー
札
幌
に
お
い
て
、「
次

期
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計

画
」
の
策
定
に
向
け
て
水
産

庁
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施

し
た
。

意
見
交
換
会
は
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
東
京
と
札
幌
会
場
を
リ

モ
ー
ト
で
つ
な
ぐ
ほ
か
、
参

加
で
き
な
い
役
員
・
会
員
の

リ
モ
ー
ト
参
加
を
取
り
入
れ

て
開
催
し
、
水
産
庁
か
ら
は

山
本
竜
太
郎
漁
港
漁
場
整
備

部
長
の
出
席
を
い
た
だ
き
、

北
海
道
漁
港
漁
場
協
会
か
ら

は
�
橋
会
長
を
始
め
協
会
役

職
員
、
北
海
道
開
発
局
及
び

北
海
道
、
町
職
員
等
計
３６
名

が
参
加
し
た
。

協
会
か
ら
は
事
前
に
意
見

・
質
問
等
を
役
員
か
ら
募
集

し
、「
増
養
殖
」「
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
」
「
漁
村
の
活
性

化
」
「
漁
港
・
漁
村
の
防
災

対
策
」等
１１
項
目
に
つ
い
て
、

全
国
漁
港
漁
場
協
会
を
通
じ

て
水
産
庁
に
提
出
し
た
。

冒
頭
、
山
本
部
長
か
ら「
次

期
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画

検
討
の
方
向
性
（
案
）
に
つ

い
て
」
説
明
が
あ
り
、
そ
の

後
、
協
会
か
ら
事
前
に
提
出

し
て
い
た
意
見
・
質
問
等
に

答
え
る
形
で
進
め
ら
れ
た
。

山
本
部
長
か
ら
の
コ
メ
ン

ト
や
参
加
者
か
ら
の
意
見
等

活
発
な
論
議
が
一
時
間
半
程

交
わ
さ
れ
、
�
橋
会
長
が
閉

会
の
挨
拶
を
行
い
終
了
し

た
。

三
重
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
前
葉
泰
幸
津
市
長
）

は
、
３
月
１５
日
（
月
）
、
三

重
県
勤
労
者
福
祉
会
館
（
津

市
）
に
お
い
て
、
「
次
期
漁

港
漁
場
整
備
長
期
計
画
」
の

策
定
に
向
け
た
水
産
庁
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

意
見
交
換
会
は
、
１
都
３

県
に
発
出
さ
れ
て
い
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
の

緊
急
事

態
宣
言
が
３
月
７
日
に
解
除

さ
れ
た
場
合
に
は
、
対
面
で

開
催
す
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
２１
日
ま
で
延
長
さ
れ
た

た
め
、
東
京
と
津
会
場
を
つ

な
ぐ
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
と
な
っ
た
。
水
産
庁

か
ら
は
、
山
本
竜
太
郎
漁
港

漁
場
整
備
部
長
に
ご
出
席
い

た
だ
き
、
三
重
県
漁
港
漁
場

協
会
か
ら
は
、
前
葉
会
長
と

協
会
役
員
（
漁
協
組
合
長
）

の
計
４
名
が
参
加
し
た
。

最
初
に
、
山
本
部
長
か
ら

「
次
期
漁
港
漁
場
整
備
長
期

計
画
の
検
討
の
方
向
性

（
案
）
に
つ
い
て
」
の

説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、

協
会
か
ら
事
前
に
提
出

し
て
い
た
「
漁
村
活
性
化
」

な
ど
に
関
す
る
質
問
や
意
見

等
に
応
え
る
形
で
進
め
ら
れ

た
。
前
葉
会
長
を
は
じ
め
、

参
加
者
か
ら
は
、
地
域
が
抱

え
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
積

極
的
な
発
言
が
多
数
あ
り
、

ま
た
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
山

本
部
長
か
ら
は
、

丁
寧
な
説
明
が
行

わ
れ
、
活
発
な
意

見
交
換
会
と
な
っ

た
。三

重
県
漁
港
漁

場
協
会
で
は
、
毎

年
、
役
員
に
よ
る

水
産
庁
へ
の
要
請

行
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
今

年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
前

葉
会
長
単
独
に
よ
る
要
請
行

動
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、

参
加
者
か
ら
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
山

本
部
長
と
意
見
交
換
が
で

き
、
大
変
意
義
の
あ
る
も
の

で
あ
っ
た
と
の
声
が
聞
か
れ

た
。

鹿
児
島
県

漁
港
漁
場
協

会
（
会
長
・

川
添
健
長
島

町
長
）
は
、

３

月

１７

日

（
水
）
令
和
２
年
度
第

２
回
理
事
会
終
了
後
１４

時
３０
分
か
ら
鹿
児
島
市

内
の
鹿
児
島
サ
ン
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
「
次
期
漁
港
漁
場

整
備
長
期
計
画
策
定
に
係
る

意
見
交
換
会
」
と
題
し
て
水

産
庁
と
の
意
見
交
換
会
を
実

施
し
た
。

東
京
と
鹿
児
島
の
会
場
を

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
形
式
で
、
水
産
庁
か
ら
山

本
竜
太
郎
漁
港
漁
場
整
備
部

長
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
川

添
会
長
を
は
じ
め
協
会
役
員

及
び
協
会
職
員
の
２０
名
が
参

加
し
た
。

意
見
・
質
問
等
に
つ
い
て

は
事
前
に
役
員
等
か
ら
得
て

お
り
「
次
期
漁
港
漁
場
整
備

長
期
計
画
の
検
討
の
方
向
性

（
案
）
に
つ
い
て
」
の
テ
ー

マ
か
ら
８
項
目
の
意
見
等
を

全
国
漁
港
漁
場
協
会
を
通
じ

て
水
産
庁
に
提
出
し
た
。

提
出
し
た
意
見
等
に
つ
い

て
、
山
本
部
長
が
水
産
庁
資

料
「
豊
か
な
漁
村
づ
く
り
を

目
指
す
」
に
よ
る
国
や
他
県

の
取
り
組
み
状
況
等
の
説
明

を
交
え
な
が
ら
一
つ
ひ
と
つ

丁
寧
に
回
答
し
て
い
た
だ
い

た
。
参
加
し
た
役
員
か
ら
も
、

地
域
の
現
状
や
課
題
等
に
つ

い
て
積
極
的
な
発
言
が
な
さ

れ
、
有
意
義
な
意
見
交
換
会

と
な
っ
た
。

最
後
に
川
添
会
長
よ
り
お

礼
の
挨
拶
を
述
べ
１６
時
に
終

了
し
た
。

（
一
社
）漁
港
漁
場
新
技
術

研
究
会
（
橋
本
牧
会
長
）は
、

２
月
１８
日（
木
）に
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
形
式
で
、
水
産
庁
、
漁
港

漁
場
整
備
関
係
の
都
道
府
県

・
市
町
村
、
会
員
・
一
般
企

業
等
、
約
１
４
０
名
の
参
加

を
得
て
、
第
５
回
技
術
報
告

会
を
開
催
し
た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
開

催
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

例
年
よ
り
多
く
の
地
方
自
治

体
担
当
者
の
参
加
を
得
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
橋
本
会

長
は
、
「
地
球
温
暖
化
な
ど

に
よ
る
、
気
象
災
害
の
激
甚

化
、
漁
場
環
境
の
変
化
と
い

っ
た
リ
ス
ク
を
克
服
し
て
、

世
界
と
渡
り
合
え
る
水
産
業

と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
漁

港
漁
場
漁
村
の
イ
ン
フ
ラ
を

適
正
に
整
備
・
活
用
、
ま
た

機
能
保
全
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
本
日

は
、
流
通
の
高
度
化

対
策
、
老
朽
化
対
策

に
加
え
て
、
そ
の
よ

う
な
リ
ス
ク
に
対
応

す
る
た
め
の
技
術
的

な
取
組
に
つ
い
て
も

報
告
す
る
。
本
報
告

会
が
、
水
産
や
漁
村

の
現
場
の
方
々
の
ヒ

ン
ト
と
な
り
、
開
発
者
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
を
祈
念
し
て
い

る
」
と
挨
拶
し
た
。

来
賓
と
し
て
参
加
し
た
水

産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
の
横

山
純
整
備
課
長
は
、
「
本
日

の
報
告
テ
ー
マ
は
、
津
波
対

策
、
養
殖
適
地
の
拡
大
策
な

ど
非
常
に
重
要
な
課
題
へ
の

取
組
で
あ
り
、
ま
た
、
ご
紹

介
の
あ
る
民
間
技
術
に
つ
い

て
も
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
漁
場

整
備
で
直
面
し
て
い
る
課
題

な
ど
に
対
す
る
重
要
な
技
術

と
考
え
て
い
る
。
今
後
と
も
、

豊
か
で
住
み
よ
い
漁
村
づ
く

り
の
た
め
に
、
水
産
基
盤
整

備
に
お
い
て
様
々
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
て
い
き
た
い
。
こ

の
た
め
に
は
、
こ
れ
を
支
え

る
技
術
力
が
必
要
で
あ
る
」

と
本
研
究
会
へ
の
期
待
を
述

べ
た
。

報
告
会
は
２
部
構
成
で
開

催
さ
れ
、
第
１
部
の
研
究
部

会
報
告
で
は
、

①
津
波
の
流
れ
に
対
す
る
被

覆
ブ
ロ
ッ
ク
の
イ
ス
バ
ッ
シ

ュ
数
（
模
型
実
験
結
果
）

②
浮
体
式
防
波
堤
・
消
波
堤

の
設
計
・
施
工
マ
ニ
ュ
ア
ル

③
漁
港
鋼
構
造
物
の
保
全
対

策
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
集

④
高
度
衛
生
管
理
型
荷
さ
ば

き
所
設
備
の
機
能
保
全
（
点

検
）

に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

第
２
部
の
水
産
公
共
関
連

民
間
技
術
の
紹
介
で
は
、

①
津
波
対
応
型
係
船
装
置

（
三
井
住
友
建
設
鉄
構
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）

②
鋼
管
杭
式
防
波
堤
補
強
工

法
（
日
本
製
鉄
）

③
海
底
マ
ウ
ン
ド
礁
施
工
支

援
シ
ス
テ
ム
（
五
洋
建
設
）

④
柱
状
礁
（
柱
状
構
造
）（
海

中
景
観
研
究
所
）

に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

水
産
業
界
で
業
界
記
者

を
９
年
、
全
漁
連
の
広
報

を
１０
年
や
ら
せ
て
い
た
だ

き
、
各
地
の
漁
村
を
回
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
強
く
思
っ
た

こ
と
は
、
漁
村
を
活
性
化

す
る
た
め
に
は
女
性
の
活

動
が
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

女
性
部
の
活
動
は
大
な

り
小
な
り
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
が
あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
だ
か
ら
こ
そ
、
漁
協
女

性
部
の
活
動
な
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

求
め
ら
れ
る
の
は
、
多

様
性
。
そ
の
地
域
の
女
性

部
の
み
な
さ
ん
が
今
で
き

る
こ
と
、
そ
の
地
域
の
特

性
に
あ
っ
た
こ
と
を
や
っ

て
み
る
。
そ
れ
こ
そ
が
女

性
部
活
動
で
あ
り
、
す
で

に
皆
さ
ん
が
実
行
さ
れ
て

い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
活
動
を
い
か
に
発

展
し
て
い
く
か
。
ぜ
ひ
、

地
域
の
女
性
部
以
外
の
人

た
ち
も
巻
き
込
ん
で
情
報

発
信
か
ら
始
め
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

若
手
女
性
に
よ
る
「
フ
レ

ッ
シ
ュ
・
ミ

ズ

部

会

」

フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ズ
部

会
は
２
０
１
７
年
１
月
、

部
員
の
高
齢
化
と
減
少
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
全
国

漁
協
女
性
部
連
絡
協
議
会

（
Ｊ
Ｆ
全
国
女
性
連
）
が
、

若
手
女
性
部
員
が
参
加
し

や
す
い
活
動
の
在
り
方
を

模
索
す
る
こ
と
を
目
的
に

設
置
し
ま
し
た
。

第
１
回
の
部
会
に
は
、

各
Ｊ
Ｆ
女
性
連
か
ら
推
薦

さ
れ
た
３４
歳
か
ら
４５
歳
ま

で
の
９
人
の
女
性
が
集
ま

り
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

や
料
理
教
室
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は

「
若
手
が
参
加
し
や
す
い

女
性
部
活
動
っ
て
？
」
が

テ
ー
マ
。
最
初
は
「
女
性

部
活
動
の
意
味
が
理
解
さ

れ
て
い
な
い
、
し
て
い
な

い
」
な
ど
活
動
に
参
加
し

に
く
い
理
由
が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
が
、
時
間
が
た
つ

に
つ
れ
、「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
も
っ
と
お
し
ゃ
れ
に
、

見
や
す
く
し
た
ら
」
、
「
伝

統
料
理
だ
け
で
は
な
く
、

若
い
人
向
け
の
新
し
い
食

べ
方
を
開
発
し
た
い
」
と

女
性
部
員
な
ら
で
は
の
前

向
き
な
発
言
が
目
立
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
資
源

問
題
、
加
工
・
流
通
へ
も

話
が
及
び
ま
し
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
た
関
い
ず
み
東
海
大
教

授
は
「
キ
ー
ワ
ー
ド
は
情

報
。
誰
の
た
め
の
情
報
な

の
か
を
踏
ま
え
、
気
軽
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
の
整
備
が
必
要
」

と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
女
性
部
活
動
の

目
的
を
明
確
化
し
、
そ
の

結
果
を
公
表
す
る
な
ど
外

部
へ
情
報
発
信
す
る
こ
と

で
、
参
加
者
も
増
え
、
近

隣
地
域
と
の
つ
な
が
り
も

で
き
る
の
で
は
」
と
語
ら

れ
ま
し
た
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ズ
部

会
は
１
泊
２
日
の
日
程
で
、

東
京
に
集
ま
り
、
本
音
で

の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や

勉
強
会
を
行
い
ま
す
。
夜

に
は
懇
親
会
も
開
か
れ
、

二
日
目
に
は
視
察
を
行
い
、

友
好
を
深
め
て
そ
れ
ぞ
れ

地
元
へ
帰
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
地
元
の
若
手
女

性
を
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ズ

部
会
へ
送
り
出
し
て
く
だ

さ
い
。
個
人
の
宝
物
が
、

将
来
的
に
は
地
域
女
性
部

の
宝
物
に
な
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

内

閣

府

は

「
日
本
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
大
賞
」
の

受
賞
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
こ
の
ほ

ど
発
表
し
た
。

農
林
水
産
大
臣

賞
に
北
海
道
神

恵
内
村
（
高
橋

昌
幸
村
長
）
と

富
士
通
（
東
京

都
港
区
）、沿
海

調
査
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
（
北

海
道
札
幌
市
）

が
取
り
組
む
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
陸
上
養
殖
新

産
業
に
よ
る
食
糧
危
機
の
解

決
／
地
方
創
生
」
が
選
ば
れ

た
。水

産
庁
の
「
ス
マ
ー
ト
水

産
業
の
推
進
に
向
け
た
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
」で
は
、２
０
２
７

年
度
ま
で
に
全
国
の
主
要
な

水
産
現
場
を
全
て
デ
ジ
タ
ル

化
し
、資
源
評
価
・
資
源
管
理

の
高
度
化
を
図
る
と
と
も

に
、漁
業
・
養
殖
業
の
生
産
性

向
上
を
め
ざ
す
と
し
て
い

る
。水
産
基
盤
整
備
事
業
に
お

い
て
は
、
養
殖
業
発
展
の
た

め
の
環
境
整
備
を
推
進
し
、

生
産
拠
点
の
大
規
模
化
や
、

沖
合
や
陸
域
へ
の
養
殖
適
地

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
全
国
の
漁
港
施
設

の
多
く
で
老
朽
化
が
進
み
、

漁
港
機
能
の
再
編
・
集
約
化

が
進
め
ら
れ
る
中
、
特
に
拠

点
漁
港
以
外
の
漁
港
に
つ
い

て
は
、
民
間
活
力
の
導
入
も

視
野
に
、
増
養
殖
の
場
や
漁

村
の
に
ぎ
わ
い
創
出
の
場
と

し
て
有
効
活
用
を
図
る
こ
と

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

陸
上
養
殖
産
業

化
の
布
石
に

今
回
、
農
水
大
臣
賞
に
選

ば
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

ウ
ニ
・
ナ
マ
コ
の
陸
上
養
殖

を
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

技
術
に
よ
る
「F

ish
tech

養

殖
管
理
シ
ス
テ
ム
」で
確
立
。

▽
食
料
の
安
定
供
給
▽
減
少

し
て
い
る
日
本
の
水
産
資
源

の
補
完
▽
水
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
よ
る
地
域
活
性
化
▽

魚
の
育
成
状
況
の
見
え
る
化

に
よ
る
食
の
安
心
・
安
全
―

―
を
め
ざ
し
て
い
る
。

産
業
、
行
政
、
金
融
、
メ
デ

ィ
ア
の
連
携
ス
キ
ー
ム
で
オ

ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

実
現
し
て
お
り
、
神
恵
内
村

の
地
方
創
生
に
貢
献
す
る
と

と
も
に
、
陸
上
養
殖
産
業
化

へ
の
布
石
と
な
っ
て
い
る
。

多
数
の
企
業
が
連
携
、

ス
マ
ー
ト
養
殖
を
実
現

具
体
的
に
は
、
水
槽
企
業

に
よ
る
循
環
設
備
、
ガ
ス
企

業
に
よ
る
エ
ア
リ
ン
グ
設

備
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
駆
使
し
た
養

殖
作
業
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

な
ど
、
神
恵
内
村
と
多
数
の

企
業
が
連
携
し
、
ウ
ニ
・
ナ

マ
コ
養
殖
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
保

管
す
る
と
と
も
に
、
生
産
、

流
通
体
制
を
構
築
。
こ
れ
に

よ
り
、
災
害
、
気
候
変
動
、

天
候
な
ど
の
環
境
に
左
右
さ

れ
な
い
ス
マ
ー
ト
養
殖
サ
ー

ビ
ス
を
確
立
し
た
。

水
槽
内
の
見
え
る
化
や
作

業
指
示
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

り
、
効
率
的
な
業
務
を
実
現

す
る
と
と
も
に
、
養
殖
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
っ
て
い
な
い
人
の

雇
用
も
可
能
と
な
っ
た
。
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第
５
回

技
術
報
告
会
を
開
催
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交交交交交交交交交交交交
換換換換換換換換換換換換
会会会会会会会会会会会会

（
一
社
）漁
港
漁
場
新
技
術
研
究
会

日
本
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
大
賞
で

北北北北北北北北
海海海海海海海海
道道道道道道道道

神恵内ウニ・ナマコ陸上養殖が大臣賞

挨拶する橋本会長

オンラインで参加する山
本部長

Ｗｅｂ会議の様子
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令和元年度漁村女性セミナーより
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田附 りか
漁村における女性部活動の
意義と若手女性部員の育成

鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿児児児児児児児児島島島島島島島島県県県県県県県県

意見交換会の様子

����


